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ガラス空間の機能
m．遍在する「温室」
（a）都市を覆うガラス空問
アリスティッド・サカールは，パリに出てきてまもない頃，モンマルトルの丘の上で自分の将
来を夢見つつ，眼下に広がるパリの新しい交通網を構想し，この都市を未来の幹線道路で縦横に
切り開く。ここの記述にはr6seauという語が頻繁に登場するが，このr6seauとは，仕切りを設
けつつ仕切りを取り払うもの，分断することによって分断を解消するものである。彼はその後，
オスマン計画によるパリの新しい都市空間の実現の一端を担うことになるが，その強烈な上昇志
向にもかかわらず，この人物は単に金儲け目当ての投機家とは一線を画している。彼は，建設し
交通網をはりめぐらし空間を活性化することに，人並みはずれた激しい欲望を持っている。M．セ
一ルは「支配者とはまず空間の支配者。［……］戦略とは最後の審級，即ち地形図に設定され，配
置された一つの動力学だ。十九世紀の新しい方法序説だ22）」と語っているが，都市空間をつくりか
えようとするサカールはこの動力学，新しい方法序説を実現しようとする。
ミニョンやシャリエのように冷静に土地転がしをして着実に儲ける投機家たちから敬遠されな
がら，アリスティッドは賢く売却することなく建設を続け，何度も危機的状況に陥り，このあと
『金』L匁㎎6η’の冒頭で再登場するときには破産していてゼロからの出発を期することにな
る23）。その「奇想天外な想像力」は，「濡れずにパリを歩き回れるガラス張りの回廊」やパリ全体
を「温室に変える巨大な円屋根」（419）を夢想する。
サカールのこの大胆な構想は，同時代の建築家エクトル・オローの都市計画に極めて類似して
いる。オロー（1801－1872）は，1847年リヨンで温室を建設，1851年ロンドン万博では，アイル
ランド人の建築家でやはり温室建築の専門家，キュー・ガーデンの温室を建てたリチャード・タ
一ナーと共に選考委員会で注目されながら，最終局面でパクストンに敗れた。その後，パリ中央
市場，オペラ座，1867年パリ万博，シャンゼリゼの美化計画等々，十九世紀中期のパリをめぐる
主だった都市計画に次々と意欲的な構想を提出するが，その余りに壮大な規模，空想的性格ゆえ
に，当局から採用されることはなかった24）。
この不運な建築家の数多くの構想のうち，1866年の，グランド・ホテル前の大通りへのガラス
屋根敷設案（加q初鹿∂o％伽〃400％％κ吻θα撹陀Gηη4乃励召1∂1％廊）は，ガラスで覆うと
いう建築形態への彼のこだわりをもっとも顕著に表している。彼自身の解説によれば，ガラス屋
根は通行人にとっての危険物を排除し，空気の流通を妨げず，そこには花が飾られ，光が溢れ，
グラン・ブルヴァールはパリのもっとも心地良い散歩道となる25）。この建築家は花を愛し，多くの
構想でここかしこに花をあしらっているが，このプルヴァー一ルの構想でも，彼自身のデッサンに
は，金属の柱の上に据えられたりぷらさがったりして無数の植木鉢が見える。これは拡大した温
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室に他ならない。ところがオスマンのパリにあってはガラス屋根つきの道路はもはや時代後れで
あったし，技術的にみて，グラン・プルヴァールのこのガラス屋根は，それ自体崩れ落ちるか，
それを支えている両側の建物が転倒するかという危険なものであった26》。オローはしかし，その全
ての都市計画書において，常にσcirculation》の，空気，人，物資，車がよどみなく流れ，産業の
発展と生活の利便に寄与することの重要性を説いている27）。かつてパリの中心街を理想の都市空
間としてよみがえらせるべく構想された，時代の現実から一歩はずれた形態の建築。このユート
ピア志向は，フーリエのファランステールを無意識的にせよ継承するものであろう。
ファランステールは，ベンヤミンの指摘しているように，「パサージュからなる都市」28》である。
フーリエは商業空間として機能していた建築を居住空間に生かし，商品の流通より広範な，生活
全般に関わる流通をそこに導入しようとした。フーリエの弟子であるV．コンシデランはその「フ
アランステールの描写ならびに建築術に関する社会的考察』Dεso吻吻％伽P肋伽s諺名召擁ω”・
3漉繍励s306刎8ss％71物2τ雇耽頚o％加6の中で，ファランステールの建築を細かく解説してい
る。中央部には冬の庭園つまり温室が設置され，快い散策の場となる。ファランステールには回
廊がめぐらされ，「言うまでもなくこれらの回廊はガラス張りである。」この回廊はファランステ
一ルの最大の特徴とされ，ルーブルの回廊なみに壮麗で，「最も美しい温室のように花で彩られ，
芸術と産業の精華たる品々で飾られ，回廊とファランステールの広間は，調和共同体（Hamonie）
の芸術家たちに，素晴ちしい常設の博覧会を提供する。回廊全体がガラスでつくられるというこ
とは大いにありうる29）。」そして建物の各部分をもれなくつなぐこの回廊は，「ファランステールの
大きな身体の中で生命が循環する管，心臓から全ての血管に血液を運ぷ大動脈である鋤。」
サカール邸の温室はこのようなユートピアの縮小版であり，花の溢れる憩いの場であると同時
に，これまで見てきたように，ガラス壁，周辺の空間配置，そしてレトリックの作用によって展
示と循環を実現する。一方サカールはパリ全体に同種の空間を拡大しようと夢見る。そのパリは
すでにテーヌの見たように「全ヨーロッパに開かれた一種の常設博覧会31》」であった。
（b）小脱の中のシステム
「展示」（exposition）と「循環」（circulation）との共存は，サカール邸の温室から新しいパリ
の街路まで，様々なレベルで見られる。分類一展示の網の目は静的なものにとどまらず，流通一
循環を導入し変化を引き起こす。巨大なガラス建築と大胆な交通網を夢みるサカールという人物
はパリを活性化する主体である。彼自身のそして彼が働きかける対象の描写には，錬金術のメタ
炉のなかに，赤く焼けついた金属の放つ閃光のただなかにいて，皮膚を焼かれ，あえぎながら，
自分がつぶれてしまうのも覚悟の上で，自分の腕には重すぎる槌を振り上げては打ちおろし続け
ているのをみていた。」（574）パリに出てきた当初，この大きく変動しつつある都市にいながら土
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地投機のための資金がなく苛立ちをつのらせる彼は，「ひと飛びに大釜の中に飛び込み，そこで自．’
分の手で，柔らかく溶けた蝋のように金を練り上げたいという狂おしい欲望」（362）にとりつか
れる。モンマルトルからパリの街を見降ろすと，秋の光をうけて「家々は禍のなかの金の塊のよ
うに輝いて溶けているようだった。」彼の台詞にも，「誰か化学者の蒸留器の中で街が煮え立って
いるみたいだ」（388）とある。この章の初めに述べた，サカールが大きく腕を動かして縦横にバ
リを切り裂き，新しい交通網（r6seau）を構想する場面はこのすぐ後に続く。交通網としてあら
われる空間の再区分は錬金術に喩えられるパリの変貌を生み，全てがよどみなく循環するガラス
張りの都市のイマージュとつながる。区分は区分を解消する流通をもたらし，流通は常に質的変
化と不可分である。
M．セールは，「ルーゴン・マカール』シリーズの小説に，古典的な自己完結する閉鎖的静力学
的システムと産業革命以降の開放的動力学的システムの共存を読みとっている。上にみた錬金術
のメタファーは，近代的機械とはもちろん異なるが，静的分類・分割の空間に変化・変質を導入
するという点で，この小説の中に作用しているダイナミスムのひとつの象徴となっており，後の
多くの作品にみられる近代的な機械のメタファーを駆使したダイナミスムの表現の先駆けをなす。
ガラス建築は静と動の共存する場を創り出すが，ゾラは小説論においても，この建築のメタフ
アーを度々用いている。小説の中で描く対象として建築の機能，構造を重視するのみならず，小
説自体が建築に比せられる。
私が欲しかったのは，簡潔な構成，明確な言葉，中にある思想が透けて見えるガラスの家
のようなもの。私は，レトリックに頼らない，人間についての全くありのままの記録を夢見
　　さえした32）。
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴨　　　　　　　 　　　　　　 、誓＼
?驍｢は，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
あらゆる芸術作品は，創造物［世界］に対して開かれた窓のようなものだ。窓枠に透明な
スクリーンが愼め込まれていて，それを通して見える対象は程度の差こそあれ変形しており，
形や色がかなり目立って変わっている33）。
様々の脱文脈化した事物が，ガラス製の博覧会空間で新たに配置されるように，小説は彪大な資
料，記録，知が集められ，再構成され，物語という形で提示される場である。ブイリップ・アモ
ンは，ジュール・ヴェルヌの『海底二万里」四ηg劾3ゴ〃61伽8sso鋸儒〃z薦における海底の様
相の細密描写が自己完結的リストであり語りの上での変化（transformation　narrative）をもたら
さないのに対し，ゾラの『獣人」LαB伽伽㎜ゴπ6冒頭部の描写が物語展開と深く関わっている
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ことを指摘し，ゾラの描写における細部が，知の提示，リアリズムに加えて語りの機能を持つと
述べている34）。『獲物の争奪』の温室の描写は『獣人』冒頭部に比べてはるかに「リスト」として
の性格が強く，この性格は，当時個人から都市まであらゆるレベルで見られた博覧会（exposition）
の現象を小説のエクリチュールのレベルでも実現するという役割を果たしている。だがすでにみ
たようにそこに小説の展開に関わる重要な動きが含まれてもいる。
この小説は，ガラス空間，すなわち脱文脈化，分類，再整序，流通，変容の合体する場を繰り
返し登場させる。これは，小説の生成自体が，ひとつのガラス空間内でのように，知のリストを
絶えず活性化しては物語の中へと取りこみ，静と動という二つのシステムの共存を可能にしてい
ることの証しにほかならない。
結び
サカール邸の温室の描写は，植物の網羅的リストを形成すると同時に，ゾラが「レトリックに
頼らない」と言いつつ35）駆使するメタファーとメトニミーの連鎖，網目が生む意味の流動化，重層
化によって，諸々の博物館，博覧会，豪奢な室内，神話的歴史的空間を現出させる。これちの空
間は，それぞれ独自の価値を保持しつつ物語の上での意味を生み出す。
温室のガラス壁の透明性は，内と外を仕切りつつ連続させ，壁をはさんで起こる異系列の出来
事を共存させ，関連付ける。また，温室を取り巻く空間内での移動は，登場人物を各空間のメト
ニミーとしつつ変貌させてゆく。このようにガラス空間の内外で，空間，時間，意味，身体情
報が循環しつつ変質し，物語展開を実現している。
アリスティッド・サカールは，温室のようなガラス空間をパリ全体にまで広げようと夢想する
が，ここには巨大な規模での「展示」（exposition）と「循環」（circulation）の共存がみられる。
この構想にみられるユートピア志向はフーリエ主義のファランステールを想起させるが，この点，
ゾラ自身の思想傾向とも重なっており，さらに研究を深める必要があるだろう。
鉄とガラスの建築は想像力の中で増殖して都市を覆う。そしてこの建築を含み込む小説自体も
ガラス建築に喩えられる。収集された知は，加工され変質して，物語という現実と似て非なる世
界を形成する。十九世紀中期，都市が新たな区分と新たな流通によって再生し，科学が静的シス
テムから動的システムへと移行する時代にあって，文学もまたこの二つのシステムを共存させて
いる。ゾラのエクリチュールを特徴づけるのは，網羅的リストを成す細密描写が自己完結的にな
らずつねに物語の動きへと再編成されてゆく，そして空間と空間がつねに連絡しあって人物や情
報を変化させながら流通させる，そのダイナミスムである。
『獲物の争奪』の建築空間をより総括的に把握するためには，温室を含めてのサカール邸とべ
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ロー・デュ・シャテルの館，そしてそれぞれが位置する新しいパリと古いパリの対立構造を考察．
せねばならない。しかし鉄とガラスの建築が，ゾラの小説の構造の基本的部分を体現しているこ
と，ゾラにおける小説空間（topologie　romanesque）について考察する際に中心軸としての役割
を果たすであろうということは明らかである。
帽　　　註
『獲物の争奪』加C％吻は『ルーゴン・マカール」シリーズLθsRo㎎10陥〃卿襯”の第二巻。
南仏からパリへ出たアリスティッド・ルーゴンは，サカールと姓を変え，政治家の兄ウジェーヌの助力
を得て，オスマン計画によるパリ大改造に乗じて不動産投機を手掛ける。ブルジョアの旧家出身のルネと
の再婚で豊富な資金を得て，彼は莫大な儲けを得る。ルネはアリスティッドと先妻の息子マクシムと愛人
関係になり，浪費と倦怠の日々を送る。二人の関係はアリスティッドに露見し，マクシムは打算的な結婚
をし，ルネは全財産をなくしたうえで病死する。
小説冒頭のルネとマクシムのブーローニュの森の散策は1862年秋，最後のルネひとりでのブーローニュ
散策は1864年夏，末尾に短く付け加えられる彼女の死は，同年冬である。この二年間に，1851年12月のク
一デタ直後から1862年秋までの出来事が加わる。当時の現実の政治，経済，その他世相の動きは，この枠
内におさめるために，時期に若干の変更が加えられている。
ラ・クロッシュ紙LαCZo6加に1871年9月29日から11月5日まで27回にわたって第四章途中まで連載さ
れたが政府からの圧力で中止。初版は1871年パリにてALacroix，　Verboeckhoyen　et　Cleから。
LαCπ葱6はプレイアード版1至mile　Zola，　Z6s　1～o㎎o〃・」悔6σ％嬬6dition　int6grale　publi6e　sous　la
direction　d’Armand　Lanoux（6tudes，　notes　et　variantes　6tablies　par　Henri　Mitterand），　Bibliotheque
de　la　P16iade，　Gallimard，1985，　tome　1を用い，ページ数は各引用のすぐ後に示す。同じページから複数
の引用が続いた場合，ページ数は最後の引用の後においた。他のテクストからの引用についても同じ仕方
で註番号を付けた。
引用したフランス語のテクストの訳は，特にことわりのないかぎりすべて拙訳である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゾ@ F、P）　Biblioth6que　nationale，　Manuscrits，　Nouvelles　Acquisitions　Frangaises，（以下，　B．　N．，　N．　A．
F．と略）Ms　10282，　fo　369．
2）　Biblioth6que　de　la　Pl6iade，　tome　2，1983，　pp．1607・1608．　　　　　’
3）　BN．，N．　A．　F．　Ms　10282，　fos　259　a　279．
4）　　Victor　Consid6rant，　D8s6吻あoη伽P勿伽ηs館彫6’ωπsづ露ηあo”s　so6刎θs　sκ7砲κ雇彪o頚o痂9％
［1834］，Paris，　Guy　Durier，1979，　p．38．
5）　F61icit6　Robert　de　Lamennais，　D611Aκ6’4〃Bθ鶴Paris，　Gamier　Freres，［1841］1864，　p．40．
6）　「獲物の争奪』出版後，『パリの腹』連載開始に半年先だつ1872年6月14日クロッシュ紙L8α06加
の『パリ便り』L6’加sP厩sゴθ槻θsで，「建築としては（エジプトの墓でも思い起こさせるようなずっ
しりと四角い国事院より）軽やかな鉄のレースでできたレ・アールのほうが好きだ」と述べ偉mile
Zda，　d％”㎎s　Oo吻‘δ彪s（以下σCと略），　tome　14，　p．84），1878年6月，「ヨーロッパ通信」五6
忽磯㎎θ7吻1Eππ膨では，同年の万国博覧会の建築群について，「遠くから見ると，まるでひとつ
の都市のようだ。一風変わった，現代的な，鉄でできた，今日の船着き場のようでもあり昔の大聖堂
のようでもある，巨大なガラス窓からの光に照らされた都市。これこそ現代建築である。現代芸術で
これほど個性ある独創的なものはない」（必鼠，p．337）と称揚している。
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7）　Cf　Claude　Mignot，　L㌔4κ励θ伽紹α％XZXe　s読忽Fribourg，　Office　du　Livre，1983，　pp．184，199．
また，サント・ジュヌヴィエーヴ図書館，パリ国立図書館の建築家ラブルスト（Henri　Labrouste）
の弟子であるグァデは「［美術館，博物館の］建築と内装には，展示品を引き立てる以外の存在理由が
あってはならない」と述べている。（J．Guadet，左伽6〃なθ鉱舵∂瘤421加τ雇彪伽鵤Paris，　Aulanier，
1901・1904，L2，　p．330　cit6　dans　L8ノ顔η8ss6伽〃粥醜catalogue　de　r　exposition　au　Mus6e
d’Orsay，　R6union　des　mus6es　nationaux，1994」
8）　Voir加乃朋6ss64召s蜘s伽，　ibid．　et　7施θCη吻」∫物6ε翫励曜o”－1〃麗s’鰯84　C伽Zρgπ¢
Loη40η1851，　New　York，　Dover　Publications，　Inc．1970（republication　of　the　work　originally
published　in　1851　by　George　Virtue　for伽Aπゾ∂彿7％α猷
9）　ここでのメタファー，メトニミーの意味については特に註を付ける必要はないと思われる。ただし
最近，K．バジリオが，トロープの作用を古典的レトリックの定義より拡大した上で，ゾラのテクスト
の生成を支えるのは，従来通説となっていたメタファーよりむしろメトニミーであるという主張を展
開している。（Cf．　Kelly　Benoudis　Basilio，　L6　M60α痂g膨θ彦‘6四”α〃’－Lα吻6’o㎜∫¢6勉22∂忽
Gen6ve，　Droz，1993．）メトニミーが隣接性によって増殖する傾向を持つこととゾラの描写の網羅性は
無関係ではないと思われる。さらに，古典的修辞学と博物学との認識論上の近縁性を考えると，後者
が流動化してゆくゾラのテクストにおいて前者もまた従来の枠組を一新してゆくのは十分可能であ
る。
10）　亘dmond　et　Jules　de　Goncourt，ノ∂π㎜4　Robert　Laffont（Bouquins），1989，　tome　2，　p．121．
11）　フェードル，エコーについては，L．デレンバックがこれらの人物とルネとの，また古典悲劇，ギリ
シャ神話とゾラのこの小説との類似と相違を指摘している。Cf　Lucien　Dallenbach，　L81～顔’
亀）6α帰々zゴ掲Seui1，1977，　pp．97－98．
12）　現在のAvenue　Hoche。サカール邸のモデルとしていくつかの建築があげられているが（Cf
Colette　Becker，（渤お¢S’剛6劾紹6’SかZθ42ム2　C〃吻，　SEDES，1987，　p．88）窓からのこの眺めは，
『獲物の争奪』執筆時に建設中であったモンソー公園入口Avenue　Van　Dyck　5番地のH6tel
Menierを思わせる。
13）　新しい憩いの場であるブーローニュの森は，「自然の一角，色を塗ったばかりの舞台装置」（322），
「悲しくも社交界風のこの自然」（326）と形容されるが，この表現には対立する価値が共存してい
る。また，「半社交界」の女性プランシュの家で，ルネは自分のサロンにいるような錯覚を起こす。同
じ男たちが招待され，「半社交界」の女たちは，ルネの女友達とそっくりなドレスを着ている。「彼女
［ルネ］の木曜の招待日に来ているのと同じ財界人，同じ政治家，同じ若い遊び人の面々［……］に
こやかな黒装束の一団は，前の日彼女の家で同じ微笑みを浮かべていた」（444・445）と，「同じ」《meme》
の繰り返しが，対立と類似の戯れを強調する。これらは，ごく一例にすぎない。
Cf．　Anne　Belgrand，《Le　jeu　des　oppositions　dans加C％毎θ》in加C％疹θo駕♂勉痴θδ
oκ’πzη6ε》，SEDES，1987，　passim　et　Colette　Becker，ρρ．諺．，pp．68－70．
14）　ルネがこの時温室へと逃れる直前にもスフィンクスが現れる。マクシムの婚約者ルイーズとその父
を見送ったとき，「結婚はしないでしょうね？」という彼女の問いをはぐらかして，マクシムと二人で
イタリアへ発つと言うルイーズは「邪悪なスフィンクスのような含みのある微笑みを浮かべた」（578）
とある。本論第一章でふれたスフィンクスの全知が垣間見られる。
15）　コティヨン（cotillon）とは，舞踏会の最後をしめくくる遊戯性の強いダンス。ワルツ，マズルカ，
ポルカが組み合わさり，小道具を用いることもあり，誰か一人の人物が様々な事物や情景をまねた振
り付けをして皆をリードする。心理的かけ引きや社会情勢のパロディが織りこまれていることが多か
った。
この小説ではドゥ・サブレ氏が「黒い点」《points　noirs》という型を思いつくが，これはメキシコで
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のフランス軍の敗退をはじめとする対外政策の失敗のあと，1867年8月27日に行われたナポレオン3’．
世の有名な演説にあった言葉「黒い点が地平線を見えなくしている」を取り入れたものである。（すで
に指摘したように，現実の社会の動きは，小説の背景となる年代へと数年ずらされている。）
第二帝政下，男性と女性の服装は対照的である。男性の黒ずくめはコティヨンで「黒い点」という
振り付けができるほどであったのに対し女性のモードは華麗になる一方であった。この仮装舞踏会の
場面では，女性たちのそれぞれ奇抜な仮装が世界各地の風俗や品々を一堂に集め，サカール邸の中の
仮設劇場に一種の「博覧会」を生み出している。なおマクシムはルネと初めて対面したとき彼女が「仮
装していると思った」（404）とあるように，「仮装」は日常化していた。そしてこのような女性の装い
は，男性の財力の象徴，「金ぴかの看板」（429）であった。
16）　サカール邸とその住人がメトニミックな関係を持つという指摘はジャン＝ピエール・ルデュック＝
アディヌによってもなされている。Cf．　Jean・Pierre　Leduc・Adine，　G8η爵名S’剛6伽紹θ’S邸θ46　Lα
Cπ7吻，SEDES，1987，　p．179．
同様の変身はサカール邸の外でもみられる。たとえばカフェ・リッシュの小部屋で，マクシムと初
めて結ばれる夜，ルネは，この店に足を踏み入れたときから，自分がこの種の場所に足繁く出入りす
る女の一人であるかのような錯覚にとらわれてゆく。このような空間でこそ二人の新たな関係の開始
が可能であった。ルデュック＝アディヌは，この点について次のように述べている。「ルネは，場所を
変えることによって社会的精神的ステータスを変える。カフェ・リッシュの白い小部屋で夕食をとり
夜になって姿を変えたプルヴァールを眺めることが，語りのプログラムの内部で登場人物に必要な変
化をもたらす。」（1玩4．，p．204．）
さちに，登場人物の位置する空間は，登場人物の身体のまとう衣服とも緊密に関わる。住居と住人
のメトニミックな関係に衣服を加え（Cf．　Phi！ippe　Hamon，　Eψos伽ηs，　Jos6　Corti，1989，　p．24，
p．177），より広くHabitat・Habitant－Habitの網目の中でこの作品を読まねばならない。
17）　　Philippe　Berthier，《Hδtel　Saccard：6tat　des　lieux》in加Cκ毎θ4θ2b伽o〃《伽加8∂o痂駕π66が，
p．113．
18）　C．Mignot，ρρ．　o鉱，　p．208．
19）　Philippe　Hamon，砂．6鉱p．29，
20）　Michel　Serres，　F傭θ∫s忽㎜雄46∂剛〃3a　Z∂島Grasset，［1975］，1984，　p．195．セールのこの著書
からの引用については『火，そして霧の中の信号一ゾラ』法制大学出版局，1988の，寺田光徳氏の
翻訳を使わせていただいた。（日本語版p．270）　　　　　　　　　．　・
21）　Cf．　Ph．　Hamon，の．漉，　p．166．
22）　M．Serres，⑳．6鉱，　p．304．（日本語版pp．423424）
23）　ゾラは「準備ノート」中で，改修すべき狭い道がまだあるのにそれを放置して，大きな道路ばかり
次々と巨費を投じて建設している，というオスマンへの非難をとりあげ，「オスマンは道を作るために
道を作った」《Haussmann　a　fait　des　rues　pour　faire　des　rues》と述べ（B．　N．　N．　A．　F．　Ms　10282，　fo
369），その効果として金が流通することによるパリの活性化をあげている。『獲物の争奪』にはそれと
して姿を現さぬオスマンをサカールに重ね合わせる読みがなされてきたが（Voir　Robert　Lethbrid一
ge，《Zola　et　Haussmam：une　expropriation　litt6raire》in　LσC雁θ4θZ吻o粥伽切oκ吻ηoθか，
SEDES，1987），ゾラがこの二人に共通して見いだす建設への熱意もまたこの比較を根拠付ける。
ところで『金」でも，パリの証券取引所の内外で諸々の価値，情報が流通するが，これらは数字に
還元されたものが多く，より記号化，抽象化されたものとなっている。
24）　Cf．　C．　Mignot，ρρ．（滋，　p．180．
C五Frangoise　Boudon，、漉6孟oγ疎）脚％」1801・1872　Paris，　Centre　d’ξitudes　et　de　recherches
architecturales，1979，　passim．
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25）　　Cf．　F．　Boudon，ψ．6鉱，　P．93．
26）　　　乃‘4：，p．95．
27）　Voir《Assainissement，　embelissement　de　Paris－Edilit6　urbaine　mise　a　la　port6e　de　tout　le
monde》，　par　Hector　Horeau，　architecte，　in　G鶴θ”θ42s∠4κぬゴ彪6’8sθ’4％B2’吻θη彦［1868］，
reproduit　par　F．　Boudon　dans　r　ouvrage　cit6　et肋〃8s　o6η’η彪s．　Coη’形．名妙ρoガ6’ω吻〃瓶なo〃
θη舵」8ρ吻廓σ〃zθη4∂θ’‘θρ吻＠H∂紹砺，Paris，　Plon　Freres，1851．（以上はごく一例である。）
28）　C£Walter　Benjamin，・翫腐（吻）吻彪伽XZXeε読彪dans・島燃加郷碗GaUimard，1991，
P．294．
29）　　Victor　Consid6rant，ρρ．（寵，　p．65．
30）　　　1∂ゴ拡，p．66．
なお，『パりの腹』で中央市場の機能がパリという身体の心臓と動脈に喩えられていることからも，
鉄とガラスの建築におけるexpositionとcirculationの合体がゾラの小説にとって重要な意味をも
つことが明らかである。
31）　　Hyppolyte　Taine，地召’Qρゴ痂oηs　46〃．翫漉κ6・7物o〃刎s　G勉勿4∂鵬［Hachette，1857］，
亘ditions　d’aujourd’hui，1982，　P．282．
32）　L㏄Ro〃観”6彪欝〃o劾η1奮嬬［1880］，σCtome　U，　p．92．
33）　AAntony　Valabregue，　Paris　le　18　aoOt　1864，　Cαγ猶閃ρoη吻η6ε，6dition　du　CNRS，　Presses　de
1’Universit6　de　Montr6al，　tome　1，　p．375．
34）　Cf．　Ph．　Hamon，　D％Dθso吻蛎Hachette，1993，　pp．218・229．
35）　註（32）参照。
ゾラの敵視する「レトリック」とは，ユゴーに代表されるロマン主義的レトリックであり，またユ
ゴーは古典的レトリックを拒んで独自のレトリックを生み出したのであった。「レトリック」の意味も
時代によって変遷している。
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